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一般社団法人日本温泉協会

平成25年度会員総会開催

般社団法人1.1本温呆協公の'F成25年塵会

共総分を6N25日(火)福ナW,きあわら沸゛1ι・グラ

ンディア芳泉にて1刑催した。

企同から170余名の会奥と来賓として開係竹

庁、関連1"体、協会学術部、および地允福井県内

からも多数のご臨席をいただいた

式典のはじめ、協会の発展に尽力され3Πに急

逝された朧川允彦前公長に大111祺雄会長から感

謝状を搾げた

橋本達也あわら市長の歎迎の牧拶につづき、

人1.11111雄 11本温宋協公長 6 貝参蝦()、 1」.1村1順

次学術部委n長が挨拶来賓からは、環境竹n

然環境局"然瑞境整備扣凹参."官宅の坂本文

雄参町官、倒士交通省小部運怜局の占永隆博企

向観光部慨、福井県の西川・誠知町(佐々木康

男環境営業部企画幹代毓)から祝辞をいただい

た
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活動クローズアップ

永年勤紕役員会長表彰では、山村順次副公k

と長島秀行理事が表彰されたまた、本公の地熱

問地への取り組みの支援に対し令旅述の仏藤1'

幸会長と、恊会の活動に対し佐煉好億常務副公

長、石村隆牛副会長、八木幌・郎副会長に大!1」

会長から感謝状を授り・した

(1)平成24年度事業並びに決算報告

4月から10nまでの社綿法人の捌問と、11Ⅱか

ら3村までの・般社団法人移行後の期Ⅲ1とに分

け、実施した小業と決算について群務1.゛から椛
ι十 また公益倒的支11.1'汁画ιだ施轍告'1;と、ゞ1'亥IJ

報告占を内惜仙¥に捉出することについても傑告し

た深津卓也監小から、いずれも適正であること

を確"忍した旨の監有懐告がなされ、本議案は爪

認、された

(2)平成25年度事業計画並びに予算案

,Ⅱ業計刑と予算案を,"務1'゛から説明地熱削

題について仏'鋤也熱1す策委Q長が今後の1独り矧

みを説明した

平成25年度会総会会場

平成25午度は次の 3!'、{を爪:点 1、1 標とし推進す

る

@新法人移h後のあり方と小業を見'し、財政

のi11ι主

@地熱関述の動向についての情穀収染と対応

③ホームヘージの叔誓による捌泊 r約サイトと

の述黙、群業の挑進

本案は原案どおり凧'しされた

(3)平成25年度短期借入金の限度額について

小業の円滑な執行を1刈るため併入を必蟇とす

る場合、1,000ガ円を限慶としてノ兵認した

(4)役員補充について

北海道i品尿協会長・陰兀潤・氏の兜,Ⅱ避仟を

原案どおの水,忽した

(5)定款の変更について(事務所移転等)

細綴の強化を剛的に,Ⅱ務所を東京都下代H1Ⅸ

、ド河町の令囲旅館会館に移転する柴、ならびに

それに1半い定款に記幟した,Ⅱ務所の1折在地を変

妃する案、まナ、、法人法士の代表N嚇に常務副会

長を加え、会長に喫故等が生じた場合に常務副

会長が会長の職務を代行することを定獣に記幟

する案を出務局から脱明し、満場一效で承認し

た。

(6)平成26年度からの会'の改定について

改定の理1・"として、Ⅱ本温泉協会の年会塑の額

は、Ⅲn観連のみに加盟の旅館と、1"ル1鶴連加

Ⅷの旅鯨とでは紺が捉なっていたが、平成24午10

nに1向ト"体が介併し新たに"本旅館協分が,艇ノ1'.

事務所移転のお知らせ

H本1品泉協公は8月ポに喫務所を

に移転いたしました。

来京都下代田区平河町2-5-5

令国旅館会館31砦(〒102-0093)

TEL 03-6261-2180

FAX 03-6261-2179

※姑寄り駅オ也、ド鉄永田町駅(5番

番辻'Uから徒歩3分)

地ド鉄赤坂見附駅(D出Πから徒

分)

したことにより・本:化する必安が生じたと、.Ⅱ物

局から説明

日本床館協分米加人の旅館や、登録旅館ホテ

ル、11i町村、団体、企業、人浴施設、側人会員な

どの会費は改定せず、"本旅館恊会のみ加Ⅷの

旅館を対象とし部H{数にかかわらす ilt15,000

円とする案を小し、原案どおりノ兵'ししナ・

(フ)会員提出議題

本総分には、公員からの議題の捉出はないこと

を,Ⅱ務局から桃告した

(8)平成26年度会員総会開催地の選定

併嶋県'・1',と条町の四万温宋で1捌催することを

決議し、四万i品泉の会員を代表して四万温泉脇

会の柏原益火会長が按拶した。

総会後の記念,等演では、大11_1会長が圈際化

社会に向けてのⅡ本の温泉地」と題して描演。温

宗は日本が世界に誇る文化であり観光資源であ

る i品宋を1Ⅱ界迫産にしたいと語った

理事の役職の異動

5113011(';)東京のTKP"〔京ビシネスセン

ターにおいて1副催した平成25午畷第11U1即弓f公

において、部の引!小の役職の熊動を承'出した

異動したのは次の理出。常務副会長に仇藤好縛

氏(岐)副会長に石村隆生氏(箱桜)と笹本

森雄氏(湯村)常務理小に小松原」1汁';氏('逝ケ

島)また、緊急を要したため、すでに,1hⅧ決議

を得ている人山111雄氏(学術部)の公長(代表

瑠門"逃任について、木理Ⅱf会においても迅'偲し

n)、愉芥治氏(鳥Ⅱ刈'環境密議会温宋部会部

分艮)、 b」1温泉利川協1"1矧合

温泉エネルギー活用加速化事業
公募について(環境省)

環境省では、平成25年度'酸化炭業排出抑制

対策嚇業費等補助金(民剛団体)のうち、温泉工

ネルギー活川加速化嘔業について、唖業件の第2

次公募を行っているこの袖助金は、ヒートポンフ

による澁宋熱の熱利用や、温泉付舶ガスの熱利

川などが対象となる受付期剛は91117門(火ま

で。

詐しくは、環境竹のホームヘーシお知1らせ→

「公募」をご参照ください

ボランティアガイド情報
観光庁が公開

観光庁は、,訪Π外1司人旅lr名の利仙竹を1刈る

ため、ボランティアガイド儒桜を都道11刊,"川、 ゛五
11"11

冽にまとめ、ホームヘージで公開をはじめた紹

介されているのは、JNTO (11本政府観光局)に

おいてグッドウィルガイドとして登録されている方

や、外国人留学生、定午退職打などで、定の舐

学力があり、ボランティアとして.JjⅡ外1回人旅行名

を案内する意思のある方々

ホテル旅館、観光案内所などで、劼U外風人床

行者をもてなす個々のシーンで、旅行者の二ーズ

に応じて活用できる。

詳しくは、観光庁のホームヘージ「施策」→「人

材の育成1郡IU→「肪Ⅱ外1司人旅行者向けにポ

ランティアガイドの紹介」をご参照Kださい
環境大臣表彰

第詑回11,研{関係功労行環境人n衣彰が7j110

「1(水)環境竹で行なわれた本分からは、仏,藤

好似常拐副会長が温宋資源の保護と適止利Ⅲに

関する広桜"及活動の推進なとの功制Ⅱ、より表

彰された被表彰者は次の方々(万 1、・都1慎)

井 1二源点氏大女女 f大学教授)、廃熊怖

氏(富111,,、環境密議会1品呆噂1"1部会専門n)、

熊井久雄氏(人叛府現境箒議公胤宋部会専1"1

委n)、小林暫大氏(鹿児島県肌境術議会溢呆

部会委共)、仏.解好億氏(Π本温泉協会常務捌

会長)、囲藤贅治氏(新潟県環境密議会渦泉部

分長)、酋藤嬬次氏(大分県竹1Ⅱ「1i長)、海木健

河氏 U:δ桜リ'U'1然堺境保全密議公il,砺{都会委

輿)、田中止氏(扶城県口然環境保全帯議会委


